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＜大賞 １団体＞ 

 

■ 特定非営利活動法人 クロネット （和歌山） 

団
体
概
要 

「障がいがあっても地域で当たり前に生活したい」この思いを大切に、2001年 10

月に障がい児・者の地域生活自立と余暇活動支援を目的に設立された。子ども達は

多くの人と関わり、「楽しみ」を共有し、多くの「経験」をすることが自立につな

がるが、障がい児・者にはこれらが極めて少なく、福祉政策が「地域」へと移る中

で、障がいのあるなしに関わらず、活動を通して共に育ちあい、支え合う環境づく

りを目指すプロジェクトをすすめている。 

事
業
概
要 

本事業は、障がい者自立支援の「場」として、幅広い年代の障がい児・者に対して、

現在行っている机上・宿泊学習に、年代幅・利用幅の選択肢を増やした宿泊学習「ひ

まわりぐみ」を実施するものである。支援する側に若い大学生を起用して、教えて

もらうのではなく、一緒にするという育ちの環境を設定することで、意欲を刺激す

るのみならず、次世代の共生の土台作りを目指している。また、児童に宿泊の前段

階としてのデイサービスを提供することで、集団で動く楽しさを充分に感じてもら

うと共に、段階を踏んで集団のルールも学習する。 

講 

評 

昨今の社会的要請にもかかわらず、障がい者が地域で自立して暮らすことについて

は物心両面に渡る障壁が厳然と存在している。この現状を思うと、障がい当事者の

「経験」を重視し、また彼らと同年代の若者が対等な立場で出会い学びあう場を設

定することが、次世代の共生への土台づくりにつながるとする本事業の着眼点は高

く評価されるべきものである。将来的にはケアハウスやグループホームなどへの展

開を視野に入れた戦略的な事業計画となっており、保護者や地元自治会、自治体と

の関係構築についても地道な対応を行ってきており、その波及性や市民の参画など

の点で高く評価された。 
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＜優秀賞 ２団体＞ 

 

■ 特定非営利活動法人 しんぐるまざぁず・ふぉーらむ・関西 （大阪） 

団
体
概
要 

1984年に母子家庭の当事者が集まって前身団体を発足。2002年、東京・福岡の当

事者団体とともに「特定非営利活動法人しんぐるまざぁず・ふぉーらむ」を設立し、

その大阪事務所の役割を担う。2006年 2月に大阪府において法人格の取得。当事

者への情報や交流の場の提供、就労支援としての点訳サポーター養成などを行う。 

事
業
概
要 

本事業では、地域で孤立しがちなひとり親に対して、平日昼間に行われている「つ

どいの広場事業」の場を利用して、参加しやすい日曜の昼間に、いつでも気軽に集

い、仲間づくりできる場を提供するものである。あわせて、育児やひとり親家庭が

抱える問題について専門の相談員への相談や学習会などを実施することで、総合的

なサポートを行う。 

講 

評 

仕事を抱えているなどの事情で既存の子育て支援施策を利用しにくいひとり親家

庭の親は地域のなかで孤立しがちで、有効な子育て支援に関する彼らのニーズは切

実である。この分野へのフォーカスは、行政を含む他団体が対応しきれていないす

き間のニーズを的確に掬い取ったものであり、また、一般向けに行われている支援

事業を地域資源として有効に使った計画となっていることなどが高く評価された。

研修会やセミナーを開催した成果として、政策提言的要素を含めたその後につなが

るアウトプットを期待したい。 

 

■ 特定非営利活動法人 ふれあいネットひらかた （大阪） 

団
体
概
要 

子ども達が安心して健やかに育つことのできる社会づくりをミッションに、2004

年 1月から任意団体として活動を開始し、2004年 2月から小学生の子どもを持つ

主婦グループでパン工房を開設する。2005 年 6 月に法人格を取得し、2005 年 9

月から「食育ステーションまきの」と「パン・デ・ママ」を牧野商店街に店舗を借

りて始めたことで、地域住民が集まりやすい空き店舗を活用した事業を展開する。 

事
業
概
要 

本事業は、商店街の店舗を活用して食育をテーマにした放課後の学童活動を実施す

るものである。同団体の運営する米粉パン専門店「パン・デ・ママ」の店舗の２階

を利用して、放課後や夏休みの小学生に、自分で予算・献立を考えて調理する『み

んなの食育ひろばキッズ・キッチン』を開設し、子どもの自信や達成感を育む。 

講 

評 

食育という現代の生活で求められているテーマを子どもの学童活動とセットしつ

つ、商店街の店舗を活かしてまちづくりの視点も含んだ事業設計は、非常に多面的

であり独創的でもある。多くの地域で商店街の空き店舗が深刻な問題になる中、Ｎ

ＰＯが様々な形でその活性化に参画しているが、新たなテーマや年齢層を取り入れ

ながら活動を展開することは、地域での商店街ファンを増やす面から見ても、今後

の活動の広がりを期待したい。また、安定的な事業基盤の確立に向けた挑戦として、

本助成を有効に活用して欲しい。 

 


